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本
誌
連
載
中
の
「
中
国
史
の
舞
台
裏
」
の
著
者
で
あ
る
葛
兆
光
氏
の

新
著
『
形
似
神
異
』（
日
本
語
版
）
を
紹
介
す
る
。

　
葛
兆
光
氏
は
、
東
京
カ
レ
ッ
ジ
連
携
教
員
と
し
て
東
京
滞
在
中
の

研
究
成
果
を
、帰
国
後
の
二
〇
二
三
年
に
「
中
日
伝
統
政
治
文
化
論
」

と
題
す
る
長
編
の
論
文
と
し
て
清
華
大
学
紀
要
に
発
表
し
、
翌
二
〇

二
四
年
、
中
国
社
会
科
学
文
献
出
版
社
か
ら
単
行
本
「
形
似
神
異
―

什
麼
是
中
日
傳
統
政
治
文
化
的
結
構
性
差
異
」と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

と
か
く
「
同
文
同
種
」、「
一
衣
帯
水
」
な
ど
の
言
葉
で
そ
の
同
一
性
、

共
通
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
日
中
両
国
は
政
治
文
化
の
レ
ベ
ル
に
お

い
て
伝
統
的
に
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
相
異
が
両
国
の
近
代

化
の
過
程
や
、
今
日
に
い
た
る
政
治
体
制
の
あ
り
方
に
ま
で
決
定
的

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
、
両
国
の
歴
史
を
遡
っ
て
実
証
し

よ
う
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
同
書
は
、
上
篇
：
皇
権
と
革
命
―
政
治
権
力
の
合
法
性
、
中
篇
：

「
革
命
」
か
「
放
伐
」
か
―
初
歩
的
な
議
論
、
下
篇
：
王
権
と
神
仏

―
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
宗
教
・
信
仰
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
政

治
権
力
の
正
統
性
、
地
方
と
中
央
の
関
係
、
政
治
権
力
と
宗
教
勢
力

と
い
う
三
つ
の
分
野
で
の
違
い
を
日
中
両
国
、
周
辺
諸
国
に
わ
た
る

膨
大
な
史
料
、
多
数
の
論
文
な
ど
を
駆
使
し
て
論
証
す
る
。

　
上
篇
で
は
王
朝
交
替
を
繰
り
返
し
た
中
国
と
万
世
一
系
の
天
皇
家

が
今
も
存
続
す
る
日
本
の
政
治
文
化
の
相
違
を
指
摘
し
、
中
篇
で
は

中
央
政
権
が
地
方
を
統
治
す
る
際
の
両
国
の
制
度
的
な
支
配
構
造
を

比
較
す
る
。
そ
し
て
、
下
篇
で
は
政
治
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
、

武
家
の
政
権
と
対
峙
す
る
寺
家
の
勢
力
と
、
政
治
に
支
配
さ
れ
る
中

国
の
宗
教
と
の
違
い
を
種
々
の
歴
史
事
件
を
例
証
と
し
て
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る
。
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ま
た
、
付
録
の
書
評
は
、
尾
藤
正
英
『
日
本
文
化
の
歴
史
』、
田

中
健
夫
『
中
世
対
外
関
係
史
』、
新
井
白
石
『
折
た
く
柴
の
記
』、
丸

山
眞
男
『
忠
誠
と
反
逆
』、
村
井
章
介
『
古
琉
球 

海
洋
ア
ジ
ア
の
輝

け
る
王
国
』
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。
日
本
の
読
者
と
は
異
な
る
中

国
の
歴
史
学
者
の
視
点
は
新
鮮
で
興
味
深
い
。

　
著
者
が
日
本
語
版
前
書
き
で
「
中
国
の
研
究
者
と
し
て
、
実
は
日

本
の
歴
史
を
借
り
て
中
国
史
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
」、「
私
が

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
の
は
や
は
り
中
国
に
つ
い
て
語
る
こ
と
」
と

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の
観
点
を
理
解
す
る
う
え
で
も
一
読
に

値
す
る
良
書
で
あ
る
。

　
中
国
国
内
で
も
す
で
に
多
く
の
書
評
が
出
て
お
り
、「『
形
似
神
異
』

は
単
な
る
日
中
の
歴
史
比
較
で
は
な
く
、
差
異
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
か
と
い
う
方
法
論
を
も
示
し
た
好
著
」
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　（
永
田
小
絵
）


